





























































































































1989 海東華厳斗平司斗主吾r r汎韓哲学」 4，汎韓哲学会（日本語［1991]
前田恵学博士還麿記念論集 r我の思想、μ 春秋社）




1990 義梧大部：海東華厳斗ァi 号 λ~11'.f:- 宗主， r韓国仏教人物思想史」仏教
新聞社編，民族社
1990 弥鞍信仰ヰ花郎思想， F精神文化研究dJ 13-1 
1990 朝鮮朝初期雪辱斗華厳精神F r朝鮮朝司哲学思想斗時代精神山
東洋哲学会編












1993 佳致遠司三教思想， r韓国宗教」 18，円光大学校宗教問題研究所
1994 五戒叶l司君 λ1豆岳認識ヰ実践， F現代社会斗菩薩精神」，李i弘波
編著F 大韓仏教観音宗
1994 海東華厳斗海印三味F 『白蓮仏教論集」 3，白蓮仏教文化財団
1995 三国史記斗高僧資料検討，『三国史記司原典検討山韓国精神文化研
究院
1995 師資相承ヰ満目青山， U'？，莫巌一鉢録」， j莫巌門徒会
1995 韓国仏教特性寸社を研究F r韓国伝統思想、司特性研究心研究論叢
95-2，韓国精神文化研究院
1996 鏡虚禅師散考， r禅武学術論集』 5，国際禅武学会
1997 均如伝再考F 緑国土18古稀記念学術論叢 r韓国仏教会J座標』（日本
語［199η 鎌田茂雄博士古希紀念「華厳学論集』）









































































































1987. 9. 2 



























































1991 義相伝再考， r印度学仏教学研究』 80(40・2)
1995 ー然の重篇曹洞五位序訳注， F松ヶ同文庫研究紀要』 9，松ケ岡文庫
14 金知見博士略譜
1996 韓国仏教文化論，「東アジア社会と仏教文化』，高崎直道・木村清孝編，
春秋社
1997 「法界図記』のテキスト再考：「因陀羅尼」の表記について，『東方』13（韓
国語［199η 『仏教春秋』r仏教春秋社）
1999 内藤湖南先生の真蹟：高麗太祖顕陵詩について， 118回「日文研フォー
ラム報告書」日本国際文化研究センター
常円寺での講演
＊この文章は故金知見先生が2000年7月15日、居所だった新宿常円寺のお施
餓鬼会の時成された講演を書き留めたものである。
本日由緒ある常円寺のお施餓鬼の場を利用しまして諸先生のお目にかかる
ようになったことはわたくしにとっては大変光栄なことだと思っております。
まず餓鬼のことから申しますと、とても広く で深い世界観を持っている仏教に
は、 三悪道という世界がございまして、その中に餓鬼という世界がございま
す。実は餓鬼という言葉をわたくしどもは日常生活の中でよく使っています。
たとえば、お子供さんたちが遊んでる時「あの方、キ』とか、よくものをたべてい
る時「あの力、、キJとか、そういう言葉をよく使いますね。その時のrヵ、、キ」という
のがまきに餓鬼道の餓鬼で、ございます。この餓鬼道という世界に住んでいるも
のたちは非常に欲張りで何でも自分だけ食べたいっていうような気持をもって
いるんですけれども、なかなか供養してくれないので、食べさせてくれないの
で非常にお腹が空いている上、苦しんでいるわけでこψき、、ます。わたくしども
は日常生活をしているうち、人間同士のことは大事にしながらも人間以外の
ものはあまり大事にしなくて愚かにすることがごきv、ますが、仏様はその餓鬼
道で苦しんで、いるものたちのためにお施餓鬼という方便を続きまして供養する
んでございます。
そういえば、この常円寺の向かい側に新宿警察署というところがございます
が、あちらに「差し伸べる手の温もり」ということがかけてありました。やっぱ
りいいことを言っているんだなって感じでご、さ。います。普通、温もりの手を差
し伸べるとか、差し伸べる手の温もりとかは人間同士でいうんですけども、そ
の餓鬼道までもお釈迦様の教えは温もりの手を差し伸べておられていますの
で、普通の慈悲じゃなくて大慈悲ともいえるんでしょう。
ところで、餓鬼道で苦労している、苦しんでいるものたちは、わたくしども
